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日 時： 平成 21 年 11 月 27 日（金） 13:00-17:30 
 




主 催： 国立情報学研究所 CSI 委託事業(領域 2)遺跡資料リポジトリ・プロジェクト WG 
















































































平成 20-21 年度国立情報学研究所 CSI 委託事業（領域２）「遺跡資料リポジトリの構築」プロジェクト代表 
平成 21 年度日本学術振興会 科学研究費補助金（研究成果公開促進費）「遺跡資料データベース」研究代表 
               







司会進行：  小花洋一 岡山大学学術情報部長 
                                    
13:00­13:10  開会挨拶 小泉潤二 大阪大学附属図書館長 
□講 演 
13:10­13:40  基調講演 「発掘調査報告書をめぐる諸問題」                 (p. 5) 
禰冝田佳男 文化庁記念物課主任文化財調査官 
 
13:40­14:00  講 演 「考古学の研究教育と発掘調査報告書」                     (p. 6) 
福永伸哉 大阪大学大学院文学研究科考古学研究室教授 
 
14:00­14:20  講 演 「サブジェクト・リポジトリ：遺跡資料と地域連携」         (p. 10)  
   村上祐子 東北大学大学院理学研究科准教授  
  





14:50­15:20 「遺跡資料リポジトリシステムの概要と登録の実際」              (p . 1 5)  
         福山栄作 島根大学附属図書館 
「遺跡資料リポジトリの登録から公開まで」                   ( p. 18)   
    中井陽子 島根大学附属図書館                         
 
15:20­15:40 「高知県埋蔵文化財センターにおける PDFデータの公開」         (p. 21)  
廣田佳久 (財 )高知県文化財団埋蔵文化財センター調査課長  
 
＜平成 21年度プロジェクト事例報告＞                    (p. 27­31)      
15:40­15:50 「茨城県遺跡資料リポジトリ状況報告」篠塚富士男 筑波大学附属図書館               
15:50­16:00 「遺跡資料リポジトリ構築に向けて：香川県域を回る」岩澤尚子 香川大学図書館             
16:00­16:10 「宮崎県遺跡資料リポジトリ」寸田五郎 宮崎大学附属図書館                      
 
16:10­16:30 デモンストレーション「歴史遺産とＧＩＳ」  
小野 博 コンテンツ株式会社                  ( p. 32) 
□共同討議 
16:30­17:30 パネルディスカッション／全体討議 










        ＜資料編＞                               （p. 34­50）      
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禰冝田 佳男 （文化庁記念物課主任文化財調査官） 
 
２．講  演 「考古学の研究教育と発掘調査報告書」 
福永 伸哉 （大阪大学大学院文学研究科考古学研究室教授） 
 
３．講  演 「サブジェクト・リポジトリ：遺跡資料と地域連携」 
   村上 祐子 （東北大学大学院理学研究科准教授） 
 
４．講  演 「遺跡抄録データの活用と資料公開」 






  ①定義 
   ・土地に埋蔵された文化財（≒遺跡）。 
  ②意義 
   ・わが国の歴史と文化の内容を明らかにすることのできる国民共有の財産。 
   ・地域づくり、ひとづくりにも寄与する、歴史的、地域的資産。 
２ 埋蔵文化財保護行政における発掘調査の意義 
  ①埋蔵文化財保護行政の構造 
   ａ 遺跡の把握・周知 
   ｂ 遺跡の保存のための調整 
   ｃ 遺跡の調査（現状保存目的の調査、遺跡の記録を残す目的の調査） 
   ｄ 遺跡の活用 
     →埋蔵文化財保護行政はａからｄへの流れがあり、各段階で発掘調査が行われる。 
  ②意義 
・発掘調査は、埋蔵文化財保護行政において、もっとも基礎的かつ重要な行政措置。 
３ 発掘調査報告書とは？ 
  ①内容 
・埋蔵文化財の保護措置を講じた行政措置の記録。 
・発掘調査の内容をまとめた学術的な内容の記録。 
  ②性格 
   ・消滅した埋蔵文化財にかわるもの。 
   ・永久に保存し活用していくことが求められる。 
  ③対象 




  ①保存のための媒体 
  ・印刷物として 300 部～500 部。 
  ・現状では、長期間にわたって残すことのできる媒体である。 
  ・失われた埋蔵文化財にかわるもので、消滅するようなことがあってはならない。 
②発掘調査報告書の利用状況 
   ・国民一般は発掘調査報告書の内容を理解することは難しい。 
   ・全国の地方公共団体、大学等の研究機関、図書館等に置いて利用者がいつでも利用できる状
況、環境にする。 
   ・発掘調査報告書の内容を理解できる人が、その内容を国民に広く伝える。 
５ 発掘調査報告書に関する今後の課題 
  ①発掘調査報告書のデジタル化の問題 
   ・発掘調査報告書だけの問題ではなく、「デジタル技術」全体の問題。 
   ・永久保存、長期保存するための媒体に何を選択するか。 
   ・利便性ではなく確実な保存。 
   ・コストの問題（発掘調査費用、保管スペース）。 





・徳川光圀の車塚(侍塚)古墳発掘調査 大金重貞『湯津神村車塚御修理』 年(元禄 )1692 5
E.S. E.S. Morse, University of Tokyo, 1879・ モースの大森貝塚発掘調査 Shell Mounds of Omori,
矢田部良吉訳『大森介墟古物編』東京大学､ (明治 )1879 12
・ 史蹟勝地調査會報告 『史蹟名勝天然記念物調査報告書』大正～昭和『 』
1917 1942・ 京都帝国大学文学部考古学研究報告』 ～『
・ ････遺跡発掘調査報告書』 年代頃から『 1960
・年間数千冊のペースで発刊






・卒論・修論研究の進め方 ( )研究史整理 ( ) ( )データベース作成1 2 3報告書の悉皆検索

































































































事 例 報 告 
    
１．遺跡資料リポジトリシステムの概要と登録の実際 
福山 栄作 （島根大学附属図書館） 
 
２．遺跡資料リポジトリの登録から公開まで 
中井 陽子 （島根大学附属図書館） 
 
３．高知県埋蔵文化財センターにおけるPDFデータの公開 
 －DTP におけるPDF データの活用－ 




篠塚 富士男 （筑波大学附属図書館） 
（２） 遺跡資料リポジトリ構築に向けて：香川県域を回る 
岩澤 尚子 （香川大学図書館） 
（３） 宮崎県遺跡資料リポジトリ 
寸田 五郎 （宮崎大学附属図書館） 
 
５．歴史遺産とＧＩＳ 


































































































































































































項目 必須 項目 必須
1 書名ふりがな ○ 16 遺跡名ふりがな ○
2 書名 ○ 17 遺跡名 ○
3 副書名 18 所在地ふりがな
4 巻次 19 遺跡所在地
5 シリーズ名 20 市町村コード
6 シリーズ番号 21 遺跡番号
7 編著者名 22 北緯（日本測地系）
8 編集機関 23 東経（日本測地系）
9 発行機関 24 北緯（世界測地系）
10 発行年月日 25 東経（世界測地系）
11 作成機関ID 26 調査期間
12 郵便番号 27 調査面積
13 電話番号 28 調査原因
14 住所 29 種別
























































































































































1995 年 11 月 本学歴史・人類学系資料室保管の図書を附属図書館に移管 
        ・内容は考古学発掘資料と地方自治体史約 9,000 冊（多くは考古学
発掘資料）で、今後も継続的に図書館に寄贈されることになった 
        ・図書館では考古学発掘資料を「埋蔵文化財発掘調査資料」として
別置 
        ・ラベル 1 段目は「210.2＋日本地方区分」（茨城県であれば 210.231） 
        ・ラベル 2 段目は「遺跡の発掘された市区町村名」あるいは「対象
地域の地方自治体名」から、著者記号表を用いて決定 
2009 年 11 月現在 「埋蔵文化財発掘調査資料」は約 29,000 冊 
          ・このうち茨城県関係のものは約 1,000 冊 
          ・年間増加冊数は約 1,700 冊（最近 5 年分の平均、うち茨城県
のものは約 50 冊） 
 
２．今年度の活動状況 
  2009 年 9 月  遺跡資料リポジトリ用サーバのセットアップ完了 
           本学考古学コースの教員と打合せ（図書館から協力依頼をした） 
      10 月   教員から紹介をうけた県内の 3 つの自治体の担当者に連絡をとり、 
自治体側の状況を確認 
      11 月   県内各自治体の教育委員会に協力依頼文書を発送 
  （今後の予定） ○自治体担当者を対象とする遺跡資料リポジトリ説明会を開催 
















 島根大学が代表となって採択されたプロジェクト：平成 20-21 年度国立情報学研究所Ｃ
ＳＩ委託事業「遺跡資料リポジトリの構築 ：中国 5 県域から広域連携へ」に、平成 21 年























・今後は、印刷する場合の PDF ファイル提供。 






説明期間：平成 21 年 7 月～10 月 
18 自治体中、13 自治体訪問＋5 自治体資料郵送 






















































































































司  会 ： 吉光  紀行（山口大学） 
パネリスト： 禰冝田 佳男（文化庁） 
福永  伸哉（大阪大学） 
村上   祐子（東北大学） 
森本    晋  （奈良文化財研究所） 
赤塚  次郎（愛知県埋蔵文化財センター） 










           平成１６年１０月２９日 
















































       
（暫定・簡略版） 
 
   
□ リポジト リ基本検索   ･･････････････････････････  ２  
 
□ 報告書全 文検索      ･･･････････ ････････････････ ５ 
 
□ Google, Google maps 検索  ･････････････････････ ６ 
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